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 重 要  
 

 

福応寺の 

新型コロナウイルス対策について 
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以下は令和２年５月１日よりコロナ感染の終息もしくは治療方法が確立されるま

での対応です 

※コロナ終息後は、通常通りのお勤めに戻させていただきます 

※コロナの感染状況・社会情勢等によって変更させていただく場合もございます 

福応寺のコロナ基本対応策 

【お寺（福応寺）として】 

●本堂入り口にアルコール消毒液等をご用意します。 

●寺族はマスク着用にてご対応します。 

●本堂の参列者の間隔は十分に距離を取って配置します。 

●本堂の窓は常に開けたまま換気をしつつ（夏や冬はエアコンをつけて）お勤めします。 

●マスク着用のままの参列を推奨します。 

●お茶のご接待は中止します。 

【住職がお勤めする際のお約束】 

●読経中もマスクをします。 

●お伺い（お勤め）する前に手指のアルコール消毒をします。 

●出来る限り距離をとるようにします。 

●お茶はご遠慮させていただきます。 
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各種お参りのお勤めについての詳細 
 

[１．月参り・七日参りについて] 

ご自宅ですと三密（密閉・密集・密接）の環境を避けることが難しいからです。またご自宅でお待

ちいただいている檀家様でご高齢の方が多くいらっしゃいますので『命を守る』ことを重視しての苦

渋の決断です。 

福応寺本堂にて、本堂の窓は常に開けたまま換気をしつつ（夏や冬は窓をあけたままエアコン

をつけて）、三密にならないようにしてお勤めいたします。また、本堂入り口にはアルコール消毒液

を設置し、皆様が触れる箇所はアルコール・次亜塩素酸等で定期的に消毒いたします。 

◎皆様方には本堂入口での手指アルコール消毒とマスク着用での入堂を必ずお願

いいたします。 

 

 

[２．お盆の棚経・お彼岸経について] 

月参り・七日参りにつきましては、ご自宅での読経は中止させていただきます。 

・希望者は、福応寺本堂にてご自宅のお位牌をお持ちいただきお勤めします。 

もしくは 

・住職が一人でお寺のお位牌の前でお勤めします。 

盆・両彼岸のお経につきましては、ご自宅での読経は中止させていただきます。 

・希望者は、福応寺本堂にてご自宅のお位牌をお持ちいただきお勤めします。 

もしくは 

・住職が一人でお寺のお位牌の前でお勤めします（お盆に付きましては、後日、

施餓鬼旗を郵送します）。 
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ご自宅ですと三密（密閉・密集・密接）の環境を避けることが難しいからです。 

僧侶は職業柄不特定多数の方に多くお会いする職業です。（もちろんコロナ以前から「うがい」

「手洗い」「アルコール消毒」等相当気をつけております） 

特にお盆・両彼岸のお経周りは、約１か月間かけて、ほぼ毎日１０軒～２０軒を続けてお勤めい

たしますので、気が付かずに感染させてしまうリスクが月参り・七日参りよりも高いと思われます。

また、ご自宅でお待ちいただいている檀家様でご高齢の方が多くいらっしゃいますので『命を守る』

ことを重視しての苦渋の決断です。 

その代わり、お盆・お彼岸の都度、皆様方のご希望を伺った上（案内・返信葉書）で、各々の時

間が被らないように時間割を設定して、福応寺本堂にお位牌を持ってきていただきお勤めいたしま

す。 

福応寺本堂にて、本堂の窓は常に開けたまま換気をしつつ（夏や冬は窓をあけたままエアコン

をつけて）、三密にならないようにしてお勤めいたします。また、本堂入り口にはアルコール消毒液

を設置し、皆様が触れる箇所はアルコール・次亜塩素酸等で定期的に消毒いたします。 

◎皆様方には本堂入口での手指アルコール消毒とマスク着用での入堂を必ずお願

いいたします。 

 

 

 

[３．法事について] 

ご自宅ですと三密（密閉・密集・密接）の環境を避けることが難しいからです。 

福応寺本堂にて、本堂の窓は常に開けたまま換気をしつつ（夏や冬は窓をあけたままエアコン

をつけて）、間隔を空けて座っていただき、焼香の際も間隔を空けていただく等、空間を広く使って

いただき三密にならないようにしてお勤めいたします。また、本堂入り口にはアルコール消毒液を

設置し、皆様が触れる箇所はアルコール・次亜塩素酸等で定期的に消毒いたします。 

◎皆様方には本堂入口での手指アルコール消毒とマスク着用での入堂を必ずお願

法事につきましては、全て福応寺本堂にてのお勤めとさせていただきます。 

（※福応寺本堂は全て椅子席で業務用エアコンが完備されております） 

※住職一人で代理でのお勤めも可能です。 

※ご自宅からオンラインでのリモート参加にての法要も対応します。 
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いいたします。 

◎本堂でのお茶出しは中止いたします。 

◎また法事後の精進落とし（お斉）は、しばらく避けていただくのがよろしいかと思い

ます。 

 

 

 

[４．枕経・通夜・葬儀について] 

葬儀の規模や参列者の差配はコロナウイルスの感染状況を鑑みて喪主様がお決め下さい。 

こちらからも葬儀会社様に依頼して極力三密を避けるようにしていただきます。 

◎皆様方には参列時にマスクの着用を必ずお願いいたします。 

◎また葬儀後の精進落とし（お斉）は、しばらく避けていただくのがよろしいかと思い

ます。 

 

 

 

[５．新盆内施餓鬼について] 

枕経・通夜・葬儀は、マスクを着用し通常通りお勤めさせていただきます。 

 

新盆内施餓鬼は、マスクを着用し通常通りお勤めさせていただきます。 

※福応寺本堂にお位牌をお持ちになってのお勤めも可能です。読経後、ご供養

した施餓鬼旗をお渡ししますのでご自宅の祭壇に吊して下さい。 

※住職一人で代理でのお勤めも可能です。後日、施餓鬼旗を郵送します。 
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ご自宅にお伺いする際は、マスク着用・手指のアルコール消毒をいたします。 

新盆内施餓鬼の規模や参列者の差配はコロナウイルスの感染状況を鑑みてお施主様がお決

め下さい。 

◎皆様方には室内の換気とマスクの着用を必ずお願いいたします。 

 

 

 

[６．山門施餓鬼について] 

ただし、三密を避けるために以下の対策を取らせていただきます。 

例年ですと新盆各家５名までの参列でしたが、代表者２名様までの参列と致します。出頭寺院

も例年１０名程の和尚様と共に盛大にお勤めさせていただいておりましたが、導師・維那・魚鱗の

３名でお勤めさせていただきます。 

福応寺本堂にて、本堂の窓は常に開けたまま換気をしつつ（夏や冬は窓をあけたままエアコン

をつけて）、間隔を空けて座っていただき、焼香の際も間隔を空けていただく等、空間を広く使って

いただき三密にならないようにしてお勤めいたします。また、本堂入り口にはアルコール消毒液を

設置し、皆様が触れる箇所はアルコール・次亜塩素酸等で定期的に消毒いたします。 

◎皆様方には本堂入口での手指アルコール消毒とマスク着用での入堂を必ずお願

いいたします。 

◎本堂でのお茶出しは中止いたします。 

 

 

 

山門施餓鬼は、マスクを着用し通常通りお勤めさせていただきます。 

※お寺に任せて頂き代理でのお勤めも可能です。後日、山門施餓鬼供養のお塔

婆をお渡しします（もしくはお墓にお塔婆を建てます）。 
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